今後のセーフティネット部会における検討課題について

１　今後のセーフティネット部会における検討課題
セーフティネット部会で検討すべき内容は、第２期大阪府地域福祉支援計画に基づく地域福祉のセーフティネット構築のための施策とその中心となる地域福祉のコーディネーター（ＣＳＷ等）の役割に係る課題を中心に検討を進めていく。

２　検討内容

(1)　市町村におけるセーフティネット構築のための取組みについて
○　地域福祉のコーディネーター（ＣＳＷ）業務の実情の把握

○　地域福祉のコーディネーター（ＣＳＷ）のあるべき姿について検討

○　地域福祉のコーディネーターの役割を担うＣＳＷの標準的なモデルの検討

　
３　検討の進め方
　　セーフティネットの基盤に関する議論を踏まえた上で、地域福祉のコーディネーター（ＣＳＷ）の業務に関し調査を行い、ＣＳＷ業務の実情を把握するとともに、「市町村が交付金を活用して行うＣＳＷの業務」について素案を作成。それをベースにセーフティネット部会で議論してもらい、新たなＣＳＷ業務のガイドラインを作成する。

　＜セーフティネット部会における研究スケジュール＞
　○　平成２２年度に４回程度開催

　　①　セーフティネットの基盤や地域福祉のコーディネーターの役割に関する議論

　ＣＳＷ業務の調査内容及びガイドラインの内容についてコンセプトを確認

　　　　↓　

（ＣＳＷの業務に関する調査、ガイドラインの素案作成）

　　　　↓

②　事務局が作成した素案を説明し、意見交換

　　　　　　↓

③　中間とりまとめ

　　　　↓

　　④　最終報告→市町村に情報提供






